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トップマネジメント

セミナーの研修成果

トップマネジメントセミナーとは……

広い見識と高いスキルを持ち、横浜市の将来を担う経営

幹部としての人材を育成するために実施している、長期

育成型・選抜型の横浜市職員研修です。
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１　

テ
ー
マ
設
定
の
背
景

　

本
市
は
「
横
浜
市
中
期
４
か
年

計
画
」
で
「
国
際
交
流
・
多
文
化

共
生
の
推
進
」
を
基
本
施
策
と
す

る
な
ど
国
際
化
を
推
進
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、『
留
学
生
を
対
象

と
し
た
施
策
に
よ
り
積
極
的
・
総

合
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

本
市
の
一
層
の
国
際
化
が
図
れ
る

の
で
は
な
い
か
』
と
の
仮
説
を
た

て
次
の
と
お
り
自
主
研
究
を
行

な
っ
た
。

２　

外
国
人
留
学
生
の
現
状

　

日
本
の
国
際
化
を
目
指
し
、
昭

和
58
年
、
留
学
生
の
受
入
れ
規
模

を
21
世
紀
初
頭
に
は
他
の
先
進
国

並
み
に
し
よ
う
と
す
る
「
留
学
生

受
入
れ
10
万
人
計
画
」
が
発
表
さ

れ
た
。
当
時
、
約
１
万
人
と
先
進

国
の
な
か
で
際
だ
っ
て
少
な
か
っ

た
我
が
国
の
外
国
人
留
学
生
数

は
、
そ
の
後
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
経

済
発
展
に
伴
う
高
等
教
育
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
や
、
入
国
、
在
留
に
係

る
規
制
緩
和
な
ど
も
あ
り
、
平
成

15
年
（
２
０
０
３
年
）
に
は
10
万

人
を
突
破
、
21
年
に
は
約
13
万
人

と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
平
成
20
年
に
は
、
２

０
２
０
年
を
目
途
と
す
る
「
留
学

生
30
万
人
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
」
展
開

の
一
環
と
し
て
、
優
れ
た
留
学
生

を
戦
略
的
に
獲
得
し
て
い
く
こ
と

が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　

横
浜
市
内
の
外
国
人
留
学
生
数

は
、
平
成
21
年
に
は
３
，５
１
２

人
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
の
傾
向

と
同
様
に
平
成
12
年
か
ら
15
年
に

か
け
て
大
き
く
増
加
し
た
が
、
16

年
以
降
は
低
迷
し
て
お
り
、
全
国

に
占
め
る
割
合
は
年
々
減
少
し
て

い
る
。（
図
１
）

　

本
市
で
は
、「
ヨ
コ
ハ
マ
国
際

ま
ち
づ
く
り
指
針
」
な
ど
に
基
づ

き
、
国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
の
設
置

な
ど
様
々
な
外
国
人
市
民
を
対
象

と
し
た
施
策
を
実
施
し
て
い
る

が
、
外
国
人
留
学
生
の
み
を
対
象

と
し
た
施
策
は
少
な
く
、
市
内
の

留
学
生
等
に
宿
泊
施
設
を
提
供
す

る
「
横
浜
市
国
際
学
生
会
館
」
は

数
少
な
い
施
策
の
一
つ
で
あ
る
。

「
横
浜
国
立
大
学
」
を
は
じ
め
と

す
る
市
内
の
大
学
も
留
学
生
に
対

し
て
多
く
の
支
援
を
行
な
っ
て
お

り
、
留
学
生
の
就
職
支
援
を
行
な

う
企
業
も
出
て
き
て
い
る
。

　

今
回
、
国
際
学
生
会
館
の
留
学

生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
。（
１
０
７
名
に
配
布

し
37
名
よ
り
回
収
（
回
収
率

35
％
）、
平
均
年
齢
27
・
５
歳
、

平
均
横
浜
市
在
住
期
間
２
・５
年
）

運
営
し
て
17
年
目
を
迎
え
る
同
会

館
で
は
、
平
成
22
年
７
月
現
在
28

カ
国
・
地
域
か
ら
１
１
７
名
の
留

学
生
等
が
入
居
し
て
い
る
。
主
な

質
問
に
対
す
る
回
答
と
し
て
、
就

職
に
つ
い
て
は
「
日
本
で
就
職
を

望
ん
で
い
る
」
が
62
％
、
横
浜
市

の
印
象
と
し
て
「
く
ら
し
や
す
い

ま
ち
で
あ
る
」
が
87
％
、
市
の
施

策
に
つ
い
て
は
「
関
心
が
あ
る
・

少
し
関
心
が
あ
る
」
が
78
％
、
本

市
に
望
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
留

学
生
と
企
業
と
の
情
報
交
換
の
場

の
提
供
」
が
70
％
（
表
１
）
な
ど

で
あ
る
。
ま
た
、回
答
者
全
員
が
、

「
帰
国
し
て
も
横
浜
市
と
の
つ
な

が
り
を
続
け
た
い
」
と
回
答
し
て

い
る
。

３　

 

留
学
生
支
援
を
通
じ
た
横
浜

市
の
国
際
化
推
進　

〜
４

つ
の
戦
略
的
支
援
分
野
と

８
つ
の
施
策
提
言
〜

　

上
記
に
基
づ
い
て
、
私
た
ち
が

提
案
す
る
戦
略
的
支
援
分
野
と
各

分
野
毎
の
施
策
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

〈
戦
略
的
支
援
分
野
１

 

留
学
生
の
獲
得
〉

　

市
内
留
学
生
を
現
在
の
３
，５

０
０
人
か
ら
２
０
２
０
年
に
は

８
，０
０
０
人
に
増
や
す
。

　

大
学
や
大
学
院
へ
の
公
費
留
学

な
ど
特
に
高
度
な
人
材
を
増
や

す
。

施
策
１　

姉
妹
都
市
等
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
公
費
留
学
生

の
受
入
れ
増
と
市
内
大
学
へ
の
働

き
か
け
に
よ
る
留
学
生
受
入
れ
枠

の
拡
大
を
推
進
す
る
。

施
策
２　

国
際
的
な
学
部
の
新
設
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を
検
討
し
て
い
る
大
学
を
市
内
に

誘
致
す
る
。

〈
戦
略
的
支
援
分
野
２

 

留
学
生
の
活
動
支
援
〉

　

留
学
生
の
市
内
活
動
支
援
、
滞

在
環
境
の
向
上
、
横
浜
と
の
つ
な

が
り
を
強
め
「
横
浜
フ
ァ
ン
」
と

す
る
。

施
策
３　

市
内
の
文
化
、
観
光
施

設
に
無
料
で
優
待
入
場
で
き
る

「
留
学
生
パ
ス
」
を
発
行
す
る
。

施
策
４　

国
際
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
な

ど
で
行
な
う
交
流
事
業
や
地
域
活

動
へ
の
留
学
生
参
加
を
促
進
す

る
。

施
策
５　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

通
訳
な
ど
を
希
望
す
る
留
学
生
を

「
お
も
て
な
し
ス
タ
ッ
フ
」
と
し

て
登
用
す
る
。

〈
戦
略
的
支
援
分
野
３

 

留
学
生
の
活
用
〉

　

高
度
人
材
を
市
内
企
業
等
の
就

職
に
つ
な
げ
る
。

　

帰
国
後
は
母
国
と
横
浜
市
と
の

ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

施
策
６　

本
市
主
催
の
合
同
会
社

説
明
会
等
の
就
職
活
動
情
報
を
留

学
生
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市

内
企
業
へ
の
留
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
促
進
す
る
。

施
策
７　

帰
国
し
た
留
学
生
を
リ

ス
ト
化
し
、
観
光
、
企
業
誘
致
支

援
策
な
ど
の
情
報
を
提
供
す
る
。

〈
戦
略
的
支
援
分
野
４

 

留
学
生
支
援
の
体
制
づ
く
り
〉

　

支
援
体
制
を
構
築
し
、
横
浜
で

の
留
学
生
支
援
を
明
確
に
打
ち
出

す
。

施
策
８　

産
官
学
に
よ
る
協
議
会

を
設
置
し
、
オ
ー
ル
横
浜
で
の
支

援
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

本
市
に
お
い
て
も
総
合
的
に
留
学

生
支
援
を
担
う
部
署
を
明
確
に

し
、総
合
的
な
施
策
を
展
開
す
る
。

４　

お
わ
り
に

　

３
月
11
日
の
震
災
の
後
、
留
学

生
が
帰
国
し
た
、
と
い
う
報
道
に

接
し
、
残
念
な
思
い
を
し
た
の
は

私
た
ち
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ

の
支
援
の
実
績
や
姿
勢
が
も
の
を

言
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

京
都
市
（
平
成
29
年
度
ま
で
に

留
学
生
を
1
万
人
に
倍
増
）、
福

岡
県
（
留
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）、
大
分
県（
大
学
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
の
設
立
と
立
命
館
ア
ジ
ア

大
学
の
誘
致
）、
大
阪
市
（
留
学

生
就
職
サ
ポ
ー
ト
）、
広
島
県（
仮

称
：
留
学
生
活
躍
支
援
セ
ン

タ
ー
）、
静
岡
県
（
地
域
型
留
学

生
支
援
体
制
静
岡
モ
デ
ル
の
検

討
）、
山
口
市
（
留
学
生
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
大
使
事
業
）
な
ど
の

先
進
的
事
例
は
、
横
浜
市
に
と
っ

て
も
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

開
港
１
５
０
年
の「
国
際
都
市
」

の
名
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、
国
際

化
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
留
学

生
支
援
と
い
う
切
り
口
で
取
組
め

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
、
私

た
ち
は
考
え
て
い
る
。

図１　横浜市内の留学生数と全国比の推移

表１　アンケート結果 回答者総数37名

横浜市役所に望むことは 回答数（割合）

留学生向けの情報サイトの開設 22（59.5％）
市内の美術館や博物館など文化施設等へ無料で入場
できる優待制度 28（75.7％）

横浜名勝めぐりツアーなど横浜を学べる場の提供 21（56.8％）

留学生と市民との交流の場を充実 16（43.3％）

留学生同士の交流の場を充実 12（32.4％）

留学生と企業との情報交換の場の提供 26（70.3％）

住環境の整備 12（32.4％）


